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概要： 
	対象者（学外でないこと）
	

	対象者の選定条件と数
	

	研究方法
	

	想定しうるリスクと対策
	

	利益相反
	無　　有　（いずれかに〇をつける）

	公表の場
	卒業研究および抄録のみ　　　　外部　（いずれかに〇をつける）



以上のことから私は、研究倫理的配慮確認届の提出について判断しました。

倫理教育について：私は、以下の事柄につき、研究遂行者と確認をし、留意して行います。
　　　　　　確実に行う項目について□を■に塗りつぶし、該当しない場合は□の中にXをつけてください。
	□　1．厚生労働省・文部科学省・経済産業省「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」、日本看護協会「看護者の倫理綱領」および「看護研究における倫理指針」等の最新版を、研究を計画している学生に熟読させる及び研究倫理委員会の案内している研究倫理研修動画を必ず視聴させ、本学の研究倫理審査チェックリストを示して、研究倫理審査について十分な理解を得させる。
□　2．調査等を行う場合は、現物の「説明書」と「同意書」「同意撤回書」「インタビューガイド」など、必要な書類を学生に作成させた上で、本学の研究審査チェックリストに基づいて現物を点検する。
□　3．学生の行う調査、実験などに際して可能な限り、立ち会う。ただし、教員が立ち会うことで対象者の心理的負担(研究への参加義務感や緊張感など)が生じるリスクが高まる場合はその限りでない。
□　4．被験者・研究協力者からの連絡や問い合わせが受けられる態勢を取り、それを行う旨を学生の用いる説明書等に明示し、連絡や問い合わせがあった場合には誠実かつ確実に対応する。
□　5．収集したデータ、資料の保管と廃棄等の取扱いを適切に行うように学生に指導し、適切な処置を行ったかどうかを確認する。
□　6．調査等を行った結果を確実に研究報告としてまとめ、今後の進展に生かすとともに希望があれば研究報告を協力者に送付するよう学生に指導する。



